
ケアワーカー（看護補助）の仕事

１日の仕事の流れ

人は年齢を重ねるごとに、歩行や食事、着替え、入浴、排泄などの日常生活にかかわる機能が
低下していきます。ケアワーカーは、その専門知識や技術をもって、 患者さまのお世話をする
仕事です。
当院においても、入院されている患者さまの大半が 70 ～ 90 歳代の年齢層に入ります。
そのため、 患者さまへのケアは看護師だけでなく、ケアワーカーとの協働で行っています。
単に「出来ない部分を補う」だけではなく、「患者さまお独りで出来そう」「少しの介助で出来そう」
という部分を見つけ、患者さま一人ひとりが持っている力を発揮できるような工夫をしています。

SAMPLE TEXT
Lorem ipsum dolor sit amet, consectetur adipisicing elit, sed do eiusmod 
tempor incididunt ut labore et dolore magna aliqua. Ut enim ad minim 
veniam, quis nostrud exercitation ullamco laboris nisi ut aliquip ex ea com-
modo consequat. Duis aute irure dolor in reprehenderit in voluptate velit 
esse cillum dolore eu fugiat nulla pariatur. Excepteur sint occaecat cupidatat 
non proident, sunt in culpa qui officia deserunt mollit anim id est laborum.

患者さまの生活基盤を支え、
　　　　　　　より快適な生活を医療現場の介護

朝 昼 夕 夜

※ 排泄介助では、オムツの交換だけでなく体の向きを変えることで、皮膚のただれや
     感染（褥瘡）を防ぐこともねらいとしています。
※ 介助をしながら、患者さまとの対話も心掛けています。

（消灯後）
患者さまに異状が
ないか見守り

朝食介助
口腔ケア
排泄介助

作業療法への誘導
入浴介助

昼食介助
口腔ケア
排泄介助

夕食介助
口腔ケア
排泄介助

入浴介助
病室の清掃
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● 当院では、患者様が地域で安心して暮らしていける為の支援をすすめています ●● 当院では、患者様が地域で安心して暮らしていける為の支援をすすめています ●



Q 1  ：普段の業務で心掛けていることは？

 A1：患者さまと直にふれあう場面が多いので、声かけや対話を積極的に行っています。相談事も、
出来る範囲で応じるようにしています。

 A2：現在担当している病棟は 要介護度が高い方々が多いため、日常の動作ひとつひとつに介助が必要です。
一人一人に対して する ことが多い分、それに追っかけられないようにしなくてはならないと思っています。

Q 3  ：  患者さまのご家族から「最近の様子はどうですか？」と訊かれたらどのように受け答えをしていますか？

 A1：その方の普段の様子をそのままお伝えしています。たまに「迷惑かけていませんか？」と訊かれる
こともありますが、その場合も「少しはありますが、今は落ち着かれて大丈夫ですよ」など、
ご家族に安心していただけるような言葉かけをしています。

 A2 ： 日々の生活の様子をそのままお伝えしています。病状の説明は看護師に伝えてもらうようにして、    
          自分はより生活に密着した視点（睡眠、食事の様子など）から伝えられるようにしています。

Q 2 ：当院の職員として患者さまをケア(介護)するのと、ご家族や親類などの近しい人をケアするのは、
 同じ感覚で出来るものですか？

 A1：患者さまをケアする気持ちは、家族や大切な人をケアする気持ちと変わらないですね 。

 A2：以前父親の介護をした経験がありますが、身内だとお互いに恥ずかしさや気まずさが前に出てしまって
大変でした。仕事として行うときにはそれをあまり感じない分、感覚的に違うなと思いました。

【 聞き手（Q）：広報委員会 　/  回答（A1）：杉山 紫乃、（A2）：櫻田 良二 】

連携を進めていくために    あとがきを兼ねて
私がこの広報『南風』を担当するようになって何年か経ちますが、ケアワーカーさんにスポットを当てた
記事がなかったと思い、今回の特集に至りました。普段の私の業務では、 病棟は「用事がある時に出向く」
場であり、勤務時間内は担当の病棟に「ずっと居る」看護師やケアワーカーの方々とは、患者さまを
見る視点に違いがあるのではないか　と最近感じるようになりました。この視点の違いを「 均

なら

していく」
ことはおそらくとても難しいことで、むしろ違いは違いのまま、それぞれの職種がそれを受け入れて 、
視点が異なることで新たな見方が生まれることを目指して、 患者さまを理解する幅を広げていけるように
していきたいです。

文：神谷正光　(臨床心理士 )
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